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学校教育目標（菊鹿小中学校）「ふるさとを愛し、夢の実現に向けて挑戦し続ける児童生徒の育成」 
菊鹿小スローガン      ～ 伝え合い 学び合い 菊鹿愛 ～   文責 校長 内古閑 見至                                       

 
８月３日（土）菊鹿地区公民館で令和6年度山鹿市菊鹿戦没者追悼式が行われました。本校からは、児童

代表として6年生の松本千夏さんと栗木祐璃さん、職員代表として校長が参加させて頂きました。 
国歌斉唱、黙祷の後、早田山鹿市長から式辞が述べられました。そ

の後の追悼のことばで、本校児童2名が児童・生徒代表として平和
のちかいを述べました。2人は、１学期末から本校図書館にあった戦
争体験集に掲載されていた菊鹿町出身の方の手記も読み、79年前の
戦争について学びを深め、平和のちかいを完成させました。当時の
方々に思いを寄せながらと、自分たちの平和への思いを会場の皆さ
んに届ける姿はとても立派でした。式典が終わった後、様々な方か
ら二人への感謝とお褒めの言葉がありました。 

6年生は、１１月の長崎への修学旅行で平和について学習します。
今回の二人の思いも踏まえ、一人一人が平和への思いをより強く確
かなものにしていってほしいと考えているところです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夢に向かって 
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平
和
の
ち
か
い 

 
 

私
た
ち
は
、
こ
の
戦
没
者
追
悼
式
に
出
席
す
る
に
当
た
り
、
一
学
期
の
最
後
に
、
七

十
九
年
前
の
戦
争
に
つ
い
て
、
学
校
に
あ
る
本
で
調
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
「
こ
ん
な
に
も
大
勢
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
た
の
か
。」「
戦
争
の
時
代
は
、
ど

ん
な
に
大
変
で
苦
し
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。」
と
、
次
々
に
思
い
が
わ
き
上
が
り
、
胸

が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
戦
争
が
、
こ
ん
な
に
多
く
の
人
々
の
命
や
生
活
を
う
ば
い
、

た
く
さ
ん
の
人
に
苦
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
初
め
て
知
り
ま
し

た
。 
 

本
で
調
べ
る
と
、
菊
鹿
町
で
も
、
五
百
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

終
戦
五
十
周
年
記
念
戦
争
体
験
集
「
永
久(

と
わ)

の
願
い
」
で
は
、
戦
争
に
行
か
れ
た

方
の
苦
し
み
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
に
行
か
な
か
っ
た
方
も
、
ど
ん
な
に
不
自
由
な
生
活

を
し
て
も
、
戦
地
で
は
命
を
か
け
て
兵
隊
さ
ん
が
働
い
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
耐
え
て

い
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

や
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
、
私
た
ち
と
同
年
代
の
人
の
命
を
も
、
う
ば
っ
た
こ
と
も
知
り
、

大
き
な
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
大
切
な
家
族
や
友
人
を
亡
く
し
た
悲
し

み
は
、
き
っ
と
ど
ん
な
に
年
月
が
た
っ
て
も
一
生
消
え
ず
に
残
り
続
け
る
と
思
い
ま

す
。
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
命
を
う
ば
い
、
家
族
を
ひ
き
さ
い
た
戦
争
を
、
わ
た
し
た

ち
は
絶
対
に
ゆ
る
せ
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、「
私
た
ち
が
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
強

く
も
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
。
戦
争
を
せ
ず
、
平
和
な
日
々
を
つ
く
る
た
め
に
、
私
た

ち
に
一
番
必
要
な
こ
と
は
、「
お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
」
だ
と
考
え
ま

し
た
。
意
見
が
ち
が
っ
た
り
、
誤
解
し
た
り
、
け
ん
か
を
し
た
り
し
て
も
、
相
手
と
し

っ
か
り
向
き
合
い
、
話
し
合
い
、
相
手
を
理
解
す
れ
ば
、
必
ず
仲
直
り
で
き
る
と
思
う

か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
、
相
手
の
こ
と
を
正
し
く
知
る
努
力
を
続
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。 

 
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
五
百
名
以
上
の
方
々
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
、
家
族
の
待
つ
こ

の
菊
鹿
町
に
、
ど
ん
な
に
帰
り
た
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
た
だ
い
ま
」
と
家
族
に

向
か
っ
て
言
い
た
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
方
々
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
、
絶

対
に
戦
争
を
せ
ず
、
平
和
な
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。
戦
争

で
亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。 
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和
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年
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月
三
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１学期に実施した学校評価アンケート結果のうち達成状況が良かったもの（成果）と悪かったもの（課

題）を一部抜粋してお知らせします。（全体の詳細は、後日改めてお知らせします。） 

90％以上 80％未満    達成率(％)(達成率４＋３) 
 
◇２４項目のうち、２０項目では達成率が８０％を超え、そのうち１１項目は９０％以上の達成状況でし 
た。 

 《達成率が９5％を超えていたもの･･･達成率の高かった項目から表示》 
・17 学校(先生)は、安全教育と防災教育に努めている。(９９.５％) 
・1  お子さんは、楽しく学校へ行っている。(９６.２％） 
・13 お子さんは、体育の時間などに汗を流して頑張っている。(９６.２％) 
・23 お子さんを菊鹿小学校に通わせてよかったと思う。(９６.２％） 
・24 学校は、相談しやすいですか。(９５.７％) 
・21 学校・学級からの便りや連絡には、必ず目を通している。(９５.１％) 
 
◇達成率が８０％を下回っている項目は次の４つでした。 
  《達成率が８０％を下回っていたもの・・・達成率の低かった項目から表示》 
 ・15 お子さんは、メディアコントロールデーで、自分のめあてを頑張っている。(５６.２％) 
 ・10 お子さんは、家庭でもよく学習している。(６７.６％) 
 ・11 お子さんは、学校や図書館などからよく本を借りて読んでいる。(６８.１％) 
 ・ 9 お子さんは、学習の内容がよくわかっている。(７９.５％) 
 
 ※上記は、学校と家庭が今後、更に協力し合って改善を図っていく必要があります。 
 
 

 

質  問  事  項 R６PTA R６ 児童 

17 学校（先生）は、安全教育と防災教育に努めている。 99.5 98.9 

1 お子さんは、楽しく学校へ行っている。 96.2 96.2 

13 お子さんは、体育の時間などに汗を流して頑張っている。 96.2 98.3 

23 お子さんを菊鹿小に通わせてよかったと思う。 96.2 98.3 

24 学校は、相談しやすいですか。 95.7 97.2 

21 学校・学級からの便りや連絡には、必ず目を通している。 95.1 95.6 

15 お子さんは、メディアコントールデーで、自分のめあてを頑張っている。 56.2 88.4 

10 お子さんは、家庭でもよく学習している。 67.6 83.4 

11 お子さんは、学校や図書館などからよく本を借りて読んでいる。 68.1 86.7 

9 お子さんは、学習の内容がよく分かっている。 79.5 90.1 

１学期 学校評価結果速報概要 

 令和6年度1学期は、菊鹿小教育スローガン「伝え合い・学び合い・菊鹿愛」に向かい、地域の
皆様・保護者の皆様に御協力いただきながら教育活動を工夫し行って参りました。このアンケート結
果から、今後の努力項目を見据えることができました。PTA努力目標である「夜 9時以降のスマホ
等の保護者管理」の項目の達成率が、初めて保護者・児童評価とも 80％を超えたことは大きな成
果だと思います。各御家庭での努力に感謝申し上げます。 


